
　

国
道
１
９
６
号
の
中

山
川
大
橋
か
ら
下
流
方

向
へ
お
よ
そ
５
０
０
㍍

の
所
に
、
古
い
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
３
年

に
完
成
し
た
「
中
山
川

橋
」
で
す
。

　

橋
長
は
１
５
７
・
５

㍍
、
幅
員
は
４
・
９
㍍

で
、
現
在
は
通
行
車
両

の
荷
重
制
限
が
な
さ
れ

て
お
り
、
通
行
量
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
高
欄

や
橋
脚
を
よ
く
見
て
み

る
と
、
80
年
を
超
え
る

時
間
の
重
み
を
感
じ
さ

せ
る
風
格
と
と
も
に
、「
ハ
イ
カ

ラ
」
や
「
モ
ダ
ン
」
と
い
っ
た
言

葉
が
似
合
う
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

㈳
土
木
学
会
で
は
、
現
存
す
る

明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
建
造

さ
れ
た
生
活
基
盤
施
設
で
、
国
土

や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
土
木

施
設
を
「
土
木
遺
産
」
と
し
て
、

そ
の
保
存
・
顕
彰
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
山
川
橋
も
同

学
会
に
よ
り
「
現
存
す
る
重
要
な

土
木
構
造
物
２
８
０
０
選
」
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
偉
大
な
発
想
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
の
末
に
建
造
さ
れ
、

地
域
の
人
た
ち
の
生
活
に
大
い
に

役
立
っ
た
中
山
川
橋
は
、
今
日
も

静
か
に
慣
れ
親
し
ん
だ
景
色
の
一

部
と
し
て
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。 ▲80年有余の時間が過ぎてもその幾何学的デザインは美しく
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No.59　コガラ（留鳥）
　全長12.5㎝、スズメより小さいシジュウカラの仲間。黒いベ
レー帽をかぶったような頭が、よく分かる識別点です。
　一年中、石鎚山系の広葉樹林、針葉樹林帯に生息し、登山道
でもよく見られます。樹上性で活動的、二足とびで枝から幹へ
と移り、枝先にぶら下がり餌を採っています。

撮
影：

十
亀
茂
樹
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平成22年5月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,766 人 （＋15人）

　男　　  55,017 人 （＋13人）

　女　　  59,749 人 （＋ 2人）

世　帯　  48,064世帯（＋25世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
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